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午前１０時００分 開議

○岡田議長 これより本日の会議を開きます。

この際、御報告申し上げます。

本 日の 会議に 説明 の ため出 席を 求め た者の 職氏 名は、 報告 書の

とおり御了承願います。

な お、 本日の 議事 日 程は、 配付 して おりま す日 程書の とお り行

いたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～

第１ 市政一般に対する質問

○岡 田議 長 そ れで は 、日程 第１ 、市 政一般 に対 する質 問を 行い

ます。

順次、発言を許します。

初めに、松田議員。

〔松田議員質問席へ〕

○松田議員 皆様、おはようございます。松田真哉です。

さ て、 ４月に は本 市 の将来 を決 める ８年ぶ りの 市長選 挙が 行わ

れる 公算 が高く なっ て います 。我 々市 民は何 をも って判 断す れば

よい ので しょう か。 私 は８年 前の 選挙 戦で大 きな 争点で あっ た米

子駅 南北 自由通 路事 業 の効果 がど うだ ったの か、 これを 我々 市民

が判 断し ていく こと 、 それは 避け られ ないと 考え ます。 今日 はこ

の米 子駅 南北自 由通 路 の事業 がど うだ ったの か、 効果に つい て質

問をしてまいります。

８ 年前 の選挙 では 、 米子駅 の南 北自 由通路 事業 が最大 の争 点で

した 。か かった お金 は 、つま り税 金は 約７６ 億円 、その うち 約半



分は ＪＲ への補 償金 で す。そ もそ もＪ Ｒ駅ビ ルの 耐震の 補強 を進

めな けれ ばなら ない と いうこ とが 事業 の始ま りで した。 振り 返る

と、 議論 が始ま った 平 成２５ 年、 ＪＲ 側の試 算で は事業 費は ４０

億円 でし た。そ れが ５ ０億円 にな り、 ６０億 円に なり、 ６３ 億円

にな り、 最終的 に７ ６ 億円に 跳ね 上が りまし た。 まさし く米 子市

の一大事業となりました。

ど のく らいの 金額 な んでし ょう か。 例えば 今年 度の米 子市 の子

ども の教 育に関 わる お 金、教 育費 、１ 年間の 教育 費の予 算は ６８

億円 です 。それ を上 回 るよう な金 額だ った。 この 効果は どう だっ

たん だろ うか。 事業 は 工事を して 終わ りでは あり ません 。し かし、

残念 なが ら今年 １月 に は、駅 ビル のテ ナント ６つ のうち の２ つが

早く も撤 退して しま っ た、閉 店し てし まった 。ま だでき て２ 年も

たっ てい ないう ちに お 店が２ 店舗 も閉 まって しま う、６ 店舗 のう

ちの ２店 舗が閉 まっ て しまう 。令 和６ 年３月 の議 会の私 の質 問で、

市長 は駅 のお店 の売 上 状況が よい と聞 いてい ると 答弁を され てい

まし た。 それか ら１ 年 もたっ てい ませ ん。私 は閉 店する に至 るに

は、 駅に にぎわ いが 生 まれて いな い、 集客が ない 、だか ら、 売上

げが 伸び ない、 だか ら 、利益 が当 然残 らない 、も うから ない 、だ

から 、閉 店する に至 っ た、そ う分 析す るのが 妥当 だと考 えま す。

多額の税金を投じたけれど、にぎわいは生まれていない。

乗 車人 数も判 断す る 一つの 目安 、推 移どう なの か。コ ロナ 前の

令和 元年 の１日 の平 均 乗車人 数は 3,５ ３ ５ 人 、 そ れ に 対 し て 令 和

５ 年 は 3,１ ０ ６ 人 。 せ っ か く 大 き な 税 金 を 投 資し たのに 、コ ロナ

前にはまだ戻っていない、そのような状況です。

こ こで 伺いま す。 開 通から 約１ 年半 経過し まし たが、 駅ビ ルの



状況 や乗 車人数 、市 民 からの 意見 など を踏ま えて 、自由 通路 事業

の効 果を 現時点 で市 は どうい うふ うに 分析し て評 価して いま すか

伺います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 米子駅 南北 自由 通路等 整備 事業に より 新た

な駅 南側 からの アク セ スが可 能に なり まして 、米 子駅の 交通 結節

点と して の機能 が強 化 されま して 、米 子駅周 辺の 利便性 や歩 行者

の回 遊性 が向上 した と 判断し てお りま す。駅 の南 側にお 住ま いの

方を 中心 に便利 にな っ たとい う声 や、 駅周辺 の事 業者か らも 今後

のに ぎわ いに期 待す る 声をい ただ いて るとこ ろで ござい ます 。が

いな ロー ド自体 が、 そ の眺望 や地 域の 特徴を 生か したデ ザイ ンに

より まし て市民 や観 光 客に親 しま れる 空間と して 利用さ れて おり

まし て、 利用さ れた 方 からは 、鉄 道の まち米 子を 感じる こと がで

きる 眺望 や温か みの あ る空間 であ ると いった 声を いただ いて おる

とこでございます。

ま た、 米子駅 にお け るＪＲ 乗降 客数 も好調 であ ると伺 って おり

まし て、 シャミ ネ米 子 につき まし ても 利用者 から 要望の 高い 業態

のテ ナン トを選 定し 、 このた び新 たな 店舗が 開店 したこ とで さら

なる 売上 げを期 待し て いると 伺っ てい るとこ ろで ござい ます 。以

上です。

○岡田議長 松田議員。

○松 田議 員 乗 降客 数 が順調 とい うこ とです けど 、具体 的な 数字

というのは確認されてるんでしょうか。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 現在ち ょっ と具 体的な 数字 ってい うの は確



認は して おりま せん け れども 、コ ロナ 前、乗 降客 7,１ ０ ０ 人 と い

う と こ で ご ざ い ま し て 、 来年 度、 ４月 からの 年度 になり ます けれ

ども 、そ こで改 めて 乗 降客数 の調 査に 入ると いう ことで 、今 考え

ておるところでございます。以上です。

○岡田議長 松田議員。

○松 田議 員 議 会で 述 べられ るの は、 きちん と数 字を確 認し てか

ら答弁をしていただきたいと思います。

今 市の 評価で は、 大 変よか った とい う声が 大変 多い。 順調 だ、

果た して そうで しょ う か。市 民は そう 思って るん だろう か。 駅ビ

ルテ ナン ト６つ のう ち ２つが 早く も撤 退して しま った。 この 結果

は、 駅へ の投資 の効 果 を示し てい るの でない でし ょうか 。駅 ７６

億円 かけ て税金 で投 資 したけ れど 、現 段階で 結果 はその 程度 であ

った 。言 ってみ れば 残 念な状 況、 これ でも南 北自 由通路 は成 功し

たん だと 言える んだ ろ うか。 私は そう は思い ませ ん。実 際に 多く

の市 民の 皆様か らも 同 様の意 見を 伺い ます。 市の 評価、 見解 と随

分違 いま すが、 冷静 に 考えれ ば判 断で きるの では ないで しょ うか。

次 に、 令和６ 年３ 月 議会で の私 の質 問でこ う伺 いまし た。 伊木

市長 が８ 年前、 選挙 の ときに 、米 子駅 の南北 自由 通路の 開通 によ

って 年間 ２億円 の固 定 資産税 の増 加が 見込め るん だと訴 えら れて

おら れる 。それ で私 は ２億円 の増 加す る見通 しが 立った んで すか

と令 和６ 年３月 の議 会 で質問 をい たし ました 。そ れに対 して 市長

の答 弁は 、市長 選の と きに、 当時 無駄 だ、無 駄だ と言う 相手 候補

者が いた ので、 説明 す るロジ ック とし て言っ ただ けだ。 市長 選の

とき に、 当時無 駄だ 、 無駄だ と相 手候 補者が いた んで、 説明 する

ため に言 ったん だと 答 弁をさ れま した 。私は 驚く ような 答弁 だな



と思 いま した。 市長 に なる前 のこ とだ から、 何を 言って も責 任は

ない のか 。果た して 市 長を目 指し て市 民に約 束し た言葉 はそ んな

に軽 いも のでよ いの で しょう か。 しか も、公 認会 計士で ある 伊木

候補 者の 数字に 対す る 言葉の 責任 は、 私は大 変重 いと思 う。 期待

を持 って 投票を した 市 民、年 間２ 億円 固定資 産税 が上が るん だと

期待 を持 って投 票を し た市民 は多 いと 思いま す。 改めて 市長 には

思い 出し ていた だき た い。２ ０１ ７年 、平成 ２９ 年３月 １４ 日、

選挙 前の 市民団 体と の 意見交 換会 の場 でこう 述べ られて た。 ＪＲ

が駅 ビル を建て るこ と で６０ 億円 、当 時はま だ６ ０億円 でし た、

６０ 億で 終わら ない 経 済効果 が大 きい んだ。 その 後に駅 ビル から

の固 定資 産税収 入が 生 まれる 。南 側に 企業が 誘致 されて 、そ こか

ら上 がる 固定資 産税 収 入で回 収で きる んだ。 ２億 円が駅 ビル と南

側で 見込 まれる 想定 な んだ。 行政 はＢ バイＣ 、こ れ費用 対効 果の

こと です が、Ｂ バイ Ｃ で見る が、 我々 民間は 収支 を見る から 、見

込まれないなら見合わせるべきだ、こうおっしゃっとられた。

こ こで 伺いた い。 ま ずどの よう な数 字の根 拠を もって どう いう

計算 をし て、固 定資 産 税が２ 億円 上昇 する、 その ような 発言 をさ

れたのか伺いたい。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 ま ず最 初 の質問 の中 で駅 ビルか らお 店が撤 退し た話

ばか りを 出され ます け れども 、撤 退さ れた後 すぐ に新た な店 舗が

入居 した という こと は 、先ほ ど都 市整 備部長 が申 し上げ たと おり

でご ざい ますの で、 そ の点は ミス リー ドされ るこ とない よう に、

お気をつけいただきたいと思います。

そ して 固定資 産税 収 入の件 です けれ ども、 これ は前回 の答 弁で



申し 上げ たとお りで も ござい ます けれ ども、 一つ のロジ ック とし

て説 明を したと いう の は一つ の事 実で ござい ます 。大体 ２億 円の

増収 とい うこと を、 1.４ ％ 税 率 で 割 り 算 し た と き に 、 そ れ ぐ らい

の投 資は やっぱ り呼 び 込める んじ ゃな いかと いう 見込み を述 べた

わけ でご ざいま す。 こ のＪＲ 米子 駅の 南北自 由通 路、が いな ロー

ドの 建設 を前後 しま し て、例 えば ＪＲ 山陰支 社さ んは新 たな 支社

ビル を建 設をさ れま し た。そ して 新し い駅ビ ルも 建って おり ます。

そし て、 今後の 話に は なりま すけ れど も、南 口に おきま して は、

今ま さに 誘致を 行っ て いらっ しゃ ると ころで も、 そのよ うに 聞い

てお りま すし、 それ か らこの 一つ の開 業効果 とい いまし ょう か、

北口 近辺 におき まし て は新た なお 店の 開業な ども あると いう ふう

に認 識を してお りま す 。そし てさ らに 土地に つき まして もよ うや

くこ の下 げ止ま りに な る、な った かど うかち ょっ とまだ 最終 確認

して おり ません けれ ど も、土 地の 評価 額とい うも のにつ いて もず

っと 下げ 続けて きた わ けです けれ ども 、これ も下 げ止ま り効 果と

いう もの も出始 めて る のかな とい うこ とを考 えま すと、 その 七十

数億 投資 をした うち の 、米子 市の 手出 しが十 数億 なわけ です けれ

ども 、そ れにつ いて は 、固定 資産 税収 入だけ でも いずれ 十分 回収

でき るで あろう とい う ことで 話を した わけで ござ います 。そ のた

めの ロジ ック、 ロジ ッ クとい いま しょ うか、 計算 式、前 提を 当て

はめ た上 での計 算式 で あった とい うこ とを改 めて 説明を した いと

思います。

○岡田議長 松田議員。

○松 田議 員 ２ 億円 と いう数 字は やは り大き いな と、私 は、 感覚

です 。年 間の固 定資 産 税、令 和４ 年度 を見る と４ ３億円 、こ れで



年間 ２億 円が上 がる と いう数 字は とて も実現 がで きる数 字で はな

いと私は感覚的に思います。

米 子市 に南北 通路 事 業や駅 周辺 の道 路の整 備で 具体的 な目 標何

です かと 伺うと 、大 体 目標値 、今 決ま ってる もの は、新 店舗 を１

店舗 を出 すんだ 、歩 行 者の通 行量 を現 状維持 する ことが 目標 だと

市は 今ま で答弁 され て います 。店 舗が 僅か１ 店舗 、歩行 者は 現状

維持 する だけで は、 投 じた税 金に 対す る効果 、あ まりに も低 いん

では ない でしょ うか 。 例えば 以前 、駅 と庁舎 、道 の駅な どが 一体

とな って 開発さ れた 岩 手県紫 波町 では 、土地 の価 格は１ ０年 連続

上昇 しま した。 同じ く 以前紹 介さ せて いただ いた 市営住 宅と 公園

やカ フェ などが 一体 開 発され た大 阪・ 大東市 では 、土地 の価 格は

事業開始前に比べて１２５％になった。

南 北自 由通路 は７ ６ 億円の 投資 、私 は当時 の伊 木候補 者が 訴え

られ てい た、伊 木市 長 がおっ しゃ っと られた 固定 資産税 が上 がる

とい うの は重要 な視 点 だと思 うん です 。固定 資産 税の増 加を 狙う。

ただ 、こ の２億 円と い う数字 、あ まり 根拠が ない ところ で言 われ

たの であ れば、 私は 市 民を裏 切っ たこ とにな るの ではな いか と思

うん です 。市民 に対 す るこの ２億 円と いう数 字を 当然追 いか ける

べき では ないか と思 い ますが 、改 めて この固 定資 産税増 加に つい

てのお考え、伊木市長の考えを示していただきたい。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ れ先 ほ ど述べ たと おり でござ いま す。そ れぐ らい

の増 収効 果は狙 える の ではな いか とい うこと でお 話をし たも ので

あり 、あ る前提 を用 い て試算 した わけ でござ いま す。先 ほど 申し

上げ たと おり、 既に そ の前後 、南 北自 由通路 を設 置する 前後 にこ



のい ろん な開業 効果 と いうも のは 生ま れてお りま す。駅 ビル の新

築も そう ですけ ども 、 その前 には 支社 ビルも 新た な建築 がご ざい

まし た。 今後南 口に も そうし た誘 致案 件があ るや に聞い てお りま

すし 、今 後の展 開の 中 で十分 増収 とい うもの は確 保でき るだ ろう

というふうな見込みは持っております。

こ れ他 のいろ んな 、 南北一 体化 を果 たした 山陰 線の各 主要 駅の

状況 を見 まして も、 即 時出て る駅 は一 つもあ りま せん。 やっ ぱり

あの 鳥取 駅でさ えも 開 業当初 、開 業と いうか 、あ そこは 高架 にし

たわ けで すけれ ども 、 高架に した 当初 、しば らく は南側 につ いて

はな かな か新た な投 資 案件が なか った けれど も、 今や南 口に つき

まし ては 本当に オフ ィ スビル です とか 一部官 庁も あった りだ とか、

南口 のな い鳥取 駅な ん て考え られ ない ぐらい 今は 発展を して ます

けど も、 やはり これ ど この駅 でも そう ですけ ども 、長い 目で 見て

しっ かり と投資 効果 は 出して いく もの だとい うこ と、そ れは お約

束したいというふうに思います。

○岡田議長 松田議員。

○松 田議 員 投 資効 果 をお約 束し たい という こと 、大体 市長 のイ

メー ジで どのぐ らい の スパン をも って この固 定資 産税収 入が 目に

見え て上 がるよ うな 動 きが出 てく ると いうよ うな 仄聞さ れて るん

でしょうか。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 先 ほど も 申し上 げて るよ うに、 既に 投資案 件１ つず

つ上 がっ てきて るわ け ですよ ね。 そう したも のに ついて は、 建物

につ いて も新た な固 定 資産税 収入 って いうの は入 ってき てい るは

ずで あり ますし 、ま た 土地に つき まし ても評 価額 が下げ 止ま るだ



けで も大 きな効 果が あ り得る だろ うと いうふ うに 思いま すし 、こ

れか ら地 価が上 昇す る のかど うか 、そ こまで は分 かりま せん けれ

ども 、上 昇傾向 を示 せ ばその 分増 収と いうこ とに はなっ てい くと

思っております。

ど れく らいの 期間 か と言わ れる と、 他の駅 の状 況を見 ます と、

かな り長 い期間 を私 は 考えて はお りま すけれ ども 、少な くと もこ

の一 、二 年です ぐに 投 資効果 が上 がる などと いう ことは 話し てお

りま せん し、今 でも そ ういう ふう には 思って おり ます。 もち ろん

これ はで きるだ け早 く 、そう した 効果 はもた らし つつ、 市の 発展

につなげていかなければという思いは持っております。

○岡田議長 松田議員。

○松 田議 員 ２ 億円 と いうこ とを 選挙 のとき に言 っとら れま した。

我々 議員 もこの 固定 資 産税収 入が どれ ぐらい 上が ってい くの か、

２億 円上 がって いく の か、い つに なっ たら上 がる のか、 これ はし

っかりチェックをしていきたいと思います。

次 の質 問に入 りま す 。南北 自由 通路 事業を 振り 返ると 、事 業費

が６ ３億 円から ７６ 億 円に上 昇し たと きに、 なぜ か費用 便益 1.０

４ か ら 1.５ ９ 、 0.５ ５ ポ イ ン ト 上 昇 し ま し た 。 費 用 便 益 とは 、費

用に 対す る効果 のこ と です。 事業 の実 施に要 する 費用に 対し てそ

の事 業が どれぐ らい 社 会的に 得ら れる 便益、 便利 で利益 であ るこ

とが 、ど れぐら い生 ま れるか 、そ れを 見るも の、 １より 大き けれ

ば費 やし た費用 より も 効果が 大き いと いうこ と。 通常コ スト が上

昇す ると 費用便 益と い うもの は上 昇す るもの では ない、 下が るの

が一 般的 です。 だけ ど 、この とき 通常 ではあ り得 ないん です が、

費用 便益 という のが 一 緒に、 コス トも 上がっ たけ ど、同 時に 上が



りました。それはどういう要因があって上昇したんでしょうか。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 費用便 益比 、い わゆる Ｂバ イＣの 上昇 につ

いて のお 尋ねで ござ い ます。 事業 費６ ３億円 の時 点では 、Ｂ バイ

Ｃが 1.０ 以 上 と な っ て い た た め 、 交 通 渋 滞 解 消な どの便 益は 入れ

てお りま せんで した 。 ７６億 円へ の事 業費の 増額 に伴い 、周 辺道

路渋 滞緩 和の便 益効 果 を追加 分析 した ところ 、費 用便益 比、 Ｂバ

イＣが上昇したということでございます。以上です。

○岡田議長 松田議員。

○松 田議 員 南 北自 由 通路事 業の 投資 の大き な目 的は渋 滞の 緩和、

これ も大 きな狙 いの 一 つだっ たと いう ことが 確認 できま した 。駅

への 投資 の目的 は渋 滞 緩和も 大き なポ イント だっ た。こ のこ とを

踏まえながら、次の質問に入りたいと思います。

次の項目、駅前通り３車線化について議論をしてまいります。

米 子停 車場線 、通 称 駅前通 りは 県の 管理の 道路 です。 駅か ら医

大を 抜け て、境 港に 向 かう主 要な 道路 、この 道路 です。 駅が あっ

て、 医大 があっ て、 イ オンが あっ て、 コンベ ンシ ョンセ ンタ ー、

文化 ホー ルがあ って 、 市役所 はこ ちら 。そし て境 港に向 かっ てい

くこ の主 要な道 路、 メ イン通 り。 この 道路は 現在 ４車線 です が、

道路 を１ 車線潰 して ３ 車線に する こと が本市 の提 案で検 討さ れて

る。 この 駅前通 りの ３ 車線化 につ いて どのよ うな 経緯で 検討 に至

ったのか伺います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 経過 でご ざい ますが 、ま ず令和 ５年 ３月、

米子 駅周 辺活性 化連 携 会議、 これ は本 市とと もに 県、Ｊ Ｒ、 米子



商工 会議 所が参 画し て る会議 でご ざい ますが 、そ の席上 にお きま

して 、米 子商工 会議 所 の青年 部が まず は考え を示 されま した 。そ

の後 、駅 前通り ウォ ー カブル 推進 計画 に係る 提言 書とし て正 式に

米子市に提案をいただいたものでございます。以上です。

○岡田議長 松田議員。

○松 田議 員 ど うい う 構想な んで しょ うか。 もう 少し具 体的 にお

願いします。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 青年 部か らの 御提言 の内 容につ きま して

は、 大き く３点 ござ い ました 。１ つが 、この がい なロー ドの 開通

を契 機と いたし まし て 、米子 駅周 辺な ど人と 車に 優しい ウオ ーカ

ブル 空間 の実現 が必 要 である とい うこ と、２ 点目 が、駅 前通 りを

歩行 者利 便増進 道路 、 いわゆ るほ こみ ちでご ざい ますが 、ほ こみ

ち指 定を 行いま して 、 ウオー カブ ルで 新たな 価値 を創造 する 空間

とす るこ と、そ して ３ 点目、 その 方策 といた しま して、 車道 の３

車線 化で すとか 、あ る いは歩 道の 拡張 を行い 、車 にも利 用し やす

い、 人中 心の空 間へ と 再構築 する こと 、以上 、３ 点が提 言の 内容

でございました。

○岡田議長 松田議員。

○松 田議 員 当 時、 私 もこの 連携 会議 を傍聴 して いた記 憶が あり

ます 。米 子市と 県と Ｊ Ｒ、商 工会 議所 のメン バー によっ て連 携会

議開 かれ ていた 。私 も その中 で商 工会 議所の 青年 部の皆 さん が、

恐ら く経 営者、 経営 に 関わる よう な方 が多い はず なのに おか しな

提案 をさ れるな と思 っ たんで す。 そん なこと した ら、税 金が どれ

ぐら いか かるん だろ う か。渋 滞の 問題 とか考 えて るんだ ろう か。



率直 に言 って無 責任 な 御提案 をさ れる なと私 思っ たんで す。 ただ、

あく まで も提案 です か ら、さ すが に米 子市が 早急 に進め るこ とは

ない だろ うと思 って い たんで す。 しか し、早 速、 今年度 実証 実験

に至 られ た。驚 きま し た、正 直。 実証 実験に つい て確認 して いき

ます。どのような実証実験だったんでしょうか。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 今年 度行 いま した実 証実 験の内 容で ござ

いま すが 、駅前 通り 、 これは 県道 の米 子停車 場線 でござ いま す、

この 歩行 空間の 拡大 に 向けま して 、一 部区間 の車 道区間 を活 用い

たしまして実証実験を行いました。

具 体的 な内容 につ き まして は、 実証 期間は 、１ １月の ８日 から

１０ 日の ３日間 。場 所 につき まし ては 、駅前 通り のツー ブロ ック

を活 用い たしま した 。 実施内 容と いた しまし ては 、大き く３ 点で

あり ます 。居心 地の い い滞留 空間 の創 出とい うこ とで、 デッ キで

すと か人 工芝、 テー ブ ル、椅 子、 ベン チなど 準備 をいた しま した。

２点 目と いたし まし て は、様 々な 催し 、飲食 の出 店です とか ライ

ブな どを 行いま した 。 さらに 、３ 点目 として は、 効果検 証の ため

の調査などを行ったところであります。

○岡田議長 松田議員。

○松田議員 予算はこれ、どれぐらいかかりましたでしょうか。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 これ は今 年度 の当初 予算 でお認 めい ただ

いた 予算 でござ いま す が、委 託費 とし て 2,３ ０ ０ 万 円 余 で ご ざ い

ます。以上です。

○岡田議長 松田議員。



○松 田議 員 実 証実 験 2,３ ０ ０ 万 円 使 っ て い ま す 。 今 後 ど の よ う

に進めるつもりでしょうか。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 今年 度に つき まして は、 道路空 間を 活用

した にぎ わい創 出の 可 能性、 一通 り確 認をさ せて いただ きま した。

でき ます れば、 今年 度 の結果 を踏 まえ まして 、来 年度に つき まし

ては 、ま だ予算 提案 に は至っ てな いと ころで はご ざいま すが 、実

験の 期間 ですと かあ る いは区 間を 拡大 するこ とな どしな がら 、よ

りそ の常 態化に 近い 、 恒常化 に近 い形 でさら に実 証実験 を行 わせ

ていただきたいというふうに考えてございます。

○岡田議長 松田議員。

○松 田議 員 さ らに 進 めると 言わ れま したが 、も う少し 具体 的に

今年度どのような実証実験をするか確認させてください。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐々木総合政策部長 来年度でよろしいですか。

（「来年度。」と松田議員）

○佐 々木 総合政 策部 長 来年 度に つき まして は、 今申し 上げ たと

おり でご ざいま す。 今 回一定 の区 間、 かつ非 常に 短期間 での 実施

でご ざい ました 。し か も、土 日と いう ことも あり ました ので 、例

えば 平日 も使い なが ら まとま った 期間 、ある いは 区間を 延ば して

どの よう な交通 量の 動 きにな って いく のか、 その 辺りも よく 分析

をし たい と思っ てお り ます。 その よう な形で 実証 実験を 検討 をし

ている段階でございます。以上であります。

○岡田議長 松田議員。

○松 田議 員 も し実 証 実験す ると なる と、ど れぐ らいの 予算 を見



込んどられますか。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 これ はま だ検 討中で ござ います ので 、具

体的 な額 はお示 しで き る状況 では ござ いませ んが 、今年 度が 2,３

０ ０ 万 円 余 で ご ざ い ま し た の で 、 それ に相当 する 額にな ろう かと

考えてございます。

○岡田議長 松田議員。

○松 田議 員 い ろい ろ 今後の スケ ジュ ール、 資料 なんか を見 ると、

実証 実験 をした 中、 し てその 後に 計画 の策定 とい うよう な作 業も

予定 され ていま す。 こ の計画 策定 につ いても う少 し何か 、ど うい

う内容なのか伺いたいんですが。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 計画 策定 とい います のは 、私ど もま ずは

市民 の皆 様方に 駅前 通 り、あ るい は駅 周辺が どの ような イメ ージ

にな るの かとい った も のをお 示し をし ながら 進め ていく のが 適当

では ない かとい うふ う に考え てお りま す。そ のた めに、 例え ば駅

周辺 の歩 き方だ とか 、 楽しみ 方、 さら には、 駅前 通りの 在り 方な

ど整 理を させて いた だ いて様 々な 意見 交換、 ある いは協 議な どに

活用 させ ていた だけ れ ばとい うふ うに 現段階 では 考えて ござ いま

す。

○岡田議長 松田議員。

○松 田議 員 こ れ計 画 策定の 段階 では やはり 計画 策定に 対し ても

また 費用 がかか って く るとい う認 識な んです が、 どのぐ らい その

辺りのコストって見込んどられますか。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。



○ 佐 々 木 総 合 政 策 部 長 こ れ は も う や り 方 に よ っ て な か な か 、

様々 でご ざいま す。 何 かに委 託す ると なりま すと 、それ なり のコ

スト もか かりま すし 、 あるい は自 前で やると いう ことに なれ ば、

人件 費と いうこ とに な ります ので 、現 段階で は確 定的な ちょ っと

申し上げれません。以上でございます。

○岡田議長 松田議員。

○松 田議 員 恐 らく 計 画策定 とな って も、１ ００ 万円、 数千 万円、

その ぐら いの単 位が か かるん では ない かと想 定さ れます 。実 際に

これ 、４ 車線を ３車 線 にした 場合 に建 設費用 、工 事費用 、こ れ、

どれぐらいかかるんでしょうか。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 ３車 線化 も含 めた歩 行空 間拡大 とい うこ

とに なり ますと 、い ろ んな可 能性 があ ろうか と思 います 。現 段階

では 今道 路管理 者の 県 の皆さ んと とも にどう いっ た手法 が可 能な

のか 検討 してい る段 階 でござ いま すの で、現 時点 でどれ ぐら いと

いうことはちょっとお示しができる段階ではございません。

○岡田議長 松田議員。

○松田議員 全く金額のめどっていうのも立たないんですか。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 冒頭 申し 上げ ました とお り、い ろん な可

能性 がご ざいま す。 例 えば歩 道を 拡幅 すると いう 方法も あれ ば、

車道 を一 部境界 を設 け るとか 、い ろん な構造 を考 えてい かな けれ

ば整 備コ ストと いう の は出て まい りま せん。 です が、今 の段 階で

は、 どう いう手 法が 適 当なの かと いう ところ は道 路管理 者の 県と

は協 議し てる段 階で ご ざいま すの で、 かなり 振れ 幅も出 てく ると



思い ます ので、 確定 的 には現 段階 で申 し上げ られ ない、 そう いう

趣旨でございます。

○岡田議長 松田議員。

○松 田議 員 金 額、 な かなか 今の 段階 では分 から ないと いう こと

なん です が、例 えば 現 在工事 をさ れて ます米 子駅 南側の 米子 駅目

久美 町線 道路整 備の 予 算見さ せて いた だくと 、約 ５億円 でし た、

５億 円。 駅前通 りは こ の米子 駅目 久美 町線の 大体 長さ２ 倍ぐ らい

です 。単 純に倍 にす れ ば１０ 億円 程度 じゃな いか な、こ れぐ らい

かか るお それが ある ん じゃな いか なと いうこ とは 積算が でき るん

じゃ ない かと思 うん で す。駅 前通 りの 歩道、 私そ んなに 狭い とい

う印 象は ない、 十分 じ ゃない かな と思 うんで す。 車の交 通量 も大

変多 い。 人口は 減少 し てきて もう 無駄 遣いが でき ない、 そう いう

時代 にな ぜお金 をか け て交通 量の 多い 車道を 狭く するの か、 私に

は必要性が理解できません。

結 論か ら私言 いま す と、こ れ私 、否 、スト ップ だと思 うん です。

これ 以上 進める のは 反 対です 。主 な理 由は３ 点あ ります 。ま ず渋

滞の 問題 、２点 目が 防 災の問 題、 そし て３点 目は 行われ た実 証実

験の 市民 の声で す。 こ の３点 から 、私 はスト ップ するべ きだ と考

えます。

ま ず私 が否と する 理 由、渋 滞の 問題 です。 先ほ ど渋滞 緩和 につ

いて は、 南北自 由通 路 事業の 目的 の一 つであ った ことが 確認 でき

まし た。 対象の 駅前 通 り、道 路交 通法 を見る と、 駅前通 り、 第四

種一 級に 当たっ て、 １ 万 2,０ ０ ０ 台 の 車 の 交 通 量 が あ る 場 合 は ４

車線 が妥 当だ、 そう い う認識 です が、 駅前通 りの 交通量 、今 何台

ですか。



○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 直近 の調 査で ござい ます が、国 のほ うで

令和 ３年 交通セ ンサ ス を行っ てご ざい ます、 その 結果に より ます

と、 １日 当たり ２４ 時 間の交 通量 が１ 万 6,１ １ ２ 台 と な っ て ご ざ

います。

○岡田議長 松田議員。

○松 田議 員 １ 万 6,１ １ ２ 台 、 先 ほ ど 言 い ま し た １ 万 2,０ ０ ０ 台

以 上 あ る ん じ ゃ な い で す か 。 これ では 当然で きな いんじ ゃな いで

すか 。南 北自由 通路 で 大きな 税金 を投 じて、 渋滞 解消の 便益 を狙

って 、今 度は渋 滞を 生 み出す よう なこ とに税 金を 投じる こと にな

るん じゃ ないで すか 。 これ矛 盾し てる んじゃ ない ですか 。つ じつ

まが 合わ ないん じゃ な いです か。 これ 渋滞が ひど くなる とい うこ

とが 大き な問題 だと 思 います が、 どう いうふ うに 解消し てい くお

考えですか。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 交通 量の 問題 、道路 構造 令も含 めて この

辺り の課 題認識 とし て は、県 とも 今既 に共有 をし てござ いま す。

様々 な協 議を行 って い る段階 であ りま す。一 つの 方向性 とい たし

まし て、 これは 県と の 話の中 でも 出て ござい ます が、例 えば 今公

共交 通の 利用促 進を 行 ってご ざい ます 。今回 の実 証事業 でも 、来

訪さ れた 方約 1,０ ０ ０ 人 い ら っ し ゃ い ま し た 。 ア ン ケー ト取 りま

すと 、か なりの 方が や はりバ スで 来ら れた、 その 日は無 料バ スデ

ーっ てい うこと も行 っ てたん です が、 そうい った 形で車 を使 わず

に来 られ たとい うこ と もござ いま した 。また もう １点と いた しま

して は、 駅前通 りと 並 走して ござ いま す市道 末広 通りも ござ いま



す。 こう いった 道路 に も交通 を分 散化 させる よう な仕掛 けで すと

か、 そう いった もの も 必要で はな いか 、この 辺り は県と も論 点と

しては共有をしているところであります。以上です。

○岡田議長 松田議員。

○松 田議 員 実 証実 験 ではそ の末 広通 りの渋 滞っ てどれ ぐら いの

渋滞が発生していたんですか。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 これ につ いて はまだ 調査 中でご ざい ます。

現段 階で 把握し てお り ますの は駅 前通 りだけ でご ざいま す。 最終

的に 委託 事業者 のほ う でどの よう な形 で報告 をい ただく かに なり

ます が、 今話を して お ります のは 、Ｄ Ｓ・Ｉ ＮＳ ＩＧＨ Ｔな ど活

用し てど のよう な流 動 だった のか 、こ の辺り は推 計がで きな いか

という話をさせていただいてるところであります。

○岡田議長 松田議員。

○松 田議 員 せ っか く 2,４ ０ ０ 万 円 も か け る ん だ っ た ら 、 当 然 末

広通 りあ たりの 渋滞 の チェッ クと いう のはす べき だった と思 いま

すよ 。私 は次の 実証 実 験に移 る前 に、 幾ら県 道と いって も、 米子

市が もっ と具体 的な 渋 滞緩和 策を 検討 した上 でテ ーブル にの せて

いく べき だと思 いま す 。令和 ６年 １２ 月の県 議会 でも、 ある 議員

さん が県 道であ る駅 前 通りの ３車 線化 の見解 につ いて平 井知 事に

質問 をさ れまし た。 こ れに対 して 平井 知事は 、誠 実に地 元と 協議

する とは されま した が 、ただ 、あ そこ の交通 量は 非常に 大き くて、

１万 6,０ ０ ０ 台 の 交 通 量 が 確 認 さ れ て い る 。 この 道路を 仮に ３車

線化 する となる と、 そ の交通 量を どこ でどう さば くのか が課 題だ

と、 こう いう答 弁を さ れてい ます 。真 っ当な 意見 だと思 いま す。



交通渋滞の問題、大変大きいと思う。

次 に否 とする 理由 は 、防災 の問 題で す。対 象の 道路は 、県 の緊

急輸 送道 路ネッ トワ ー ク計画 の上 で第 ２次緊 急輸 送路と なっ てい

ますが、これどういう役割ですか。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 緊急 輸送 道路 でござ いま すが、 これ は地

震防 災対 策特別 措置 法 に基づ きま して 県が定 める ものと され てご

ざい ます 。定義 とし て は、災 害直 後か ら避難 、救 助はじ め物 資供

給等 の応 急活動 のた め に、緊 急車 両の 通行を 確保 すべき 重要 な路

線で あり 、高速 自動 車 国道や 一般 国道 及びこ れら を連絡 する 基幹

的な 道路 という ふう に 定義づ けら れて ござい ます 。区分 とし ては、

１次 から ３次ま でご ざ います 。１ 次が 最も基 幹的 な道路 でご ざい

まし て、 この辺 りで は 国道９ 号で すと か、主 要地 方道米 子境 港線

など が該 当いた しま す 。また 、駅 前通 りは第 ２次 として 指定 をさ

れて ござ います が、 第 １次ネ ット ワー クを補 完す る道路 と位 置づ

けられてございます。以上であります。

○岡田議長 松田議員。

○松 田議 員 災 害が 起 こった とき の重 要な、 命を 守るよ うな 道路

とい うこ とです 。こ れ ３車線 化に した 場合に どう いうふ うに その

安全性、命を守ることに対処していかれるんでしょうか。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 まず 、緊 急輸 送道路 の選 定要件 につ いて

でご ざい ますが 、こ れ は国の 要件 など にも車 線の 数です とか 、車

線幅 とい うのは 規定 は されて いな いと ころで ござ います 。し かし

なが ら、 災害時 の避 難 救助を はじ めと いたし まし た応急 活動 のた



めに 、緊 急車両 の通 行 を確保 すべ き道 路とし ての 役割が ある 、そ

うい うこ とを踏 まえ な がら、 今後 駅前 通りの 歩行 空間の 拡大 に関

して の検 討を進 める こ とが必 要で ある という ふう に考え てご ざい

ます 。引 き続き 県と と もにど うい った 方策が ある のか、 これ よく

協議をしてまいりたいと考えてございます。

○岡田議長 松田議員。

○松 田議 員 し っか り 検討し てい ただ いて、 次の 質問、 次の 項目

とい うか 、次の 問題 で す。ま た、 今度 原発事 故が もし発 生し た場

合の 避難 計画の 中で は 駅前通 り、 どう いう位 置づ けなん でし ょう

か。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 原発 事故 の避 難計画 にお いての 位置 づけ

でご ざい ますが 、原 発 の事故 の発 生を 想定を いた しまし た避 難計

画と いた しまし て、 本 県、そ して 本市 におき まし て広域 住民 避難

計画 が作 成され てご ざ います 。こ の計 画にお きま して、 島根 原発

で事 故が 発生し た場 合 、国道 ４３ １号 、そし て主 要地方 道米 子境

港線 など ととも にこ の 駅前通 りが ＵＰ Ｚ外へ の避 難経路 とし て現

在設定をされているところであります。以上です。

○岡田議長 松田議員。

○松 田議 員 こ れは ３ 車線化 にし た場 合にど うい うよう な問 題点、

どういうふうに対処されていく予定なんですか。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 避難 経路 のま ず位置 づけ でござ いま すが、

原子 力災 害時の 避難 計 画にお きま して 、これ は避 難経路 、車 線数

等の 条件 、まず 規格 の 関係で いい ます と、条 件な どはご ざい ませ



ん。 また 、運用 に関 し まして は、 渋滞 、被害 状況 などの 現場 状況

を踏 まえ て適切 に迂 回 路を設 定を する という こと が位置 づけ られ

てい ると ころで ござ い ます。 なお 、駅 前通り は御 承知の とお り、

基幹 道路 と接続 する 幹 線とし ての 役割 がござ いま す。こ のよ うな

役割 を踏 まえな がら 、 先ほど 申し 上げ ました とお り、道 路管 理者

では ござ います 鳥取 県 とどの よう な対 応可能 なの か、こ れは 引き

続き協議を続けてまいりたいと考えてございます。

○岡田議長 松田議員。

○松 田議 員 改 めて 、 ちょっ とパ ネル で確認 しま すが、 駅前 通り、

緊急 輸送 道路で あっ て 、原子 力の 際の 避難路 であ る。そ して １日

の交 通量 は１万 6,０ ０ ０ 台 を 超 え る か な り の 交 通 量 が あ る、 そし

て医 大が 近くに あり ま す。こ こま で救 急車も 通る でしょ う。 そし

て境 港に 続く主 要な 道 路。も し原 発の 事故が 起こ った場 合は 、避

難を する 重要な 道路 と いうこ とで す。 対象の 道路 は命を 守る 道路

です 。に ぎわい と命 と どっち が大 切か 、考え なく ても私 は分 かる

と思います。

令 和６ 年８月 １日 の 米子駅 周辺 活性 化連携 会議 でも県 はこ のよ

うに 意見 をされ てた 。 駅前通 りの 整備 につい て今 後も実 証実 験が

あり 、全 面的に 協力 す る方針 では ある が、そ の進 め方に は意 見を

させ てい ただき たい 。 駅前通 りは 災害 時の緊 急輸 送路で あり 、原

子力 災害 時には 避難 路 となる 。整 備に はそこ の議 論を避 けて は通

れな い。 技術的 には ハ ードル が高 いの は現実 だ。 技術的 には ハー

ドル が高 いのが 現実 だ と述べ られ てい る。真 っ当 な意見 だと 思い

ます 。こ のよう な意 見 を考え ると 、事 業の蓋 然性 、実現 可能 性と

いう のは 大変低 い。 今 の現状 、ハ ード ルが高 いっ て県が 言っ とら



れま すか ら、ほ ぼな い 状態な んじ ゃな いか。 いか がでし ょう か、

市長。蓋然性、実現可能性あるとお思いですか。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 今 全国 的 にとい うか 、む しろ早 くは 世界的 にな んで

すけ れど も、都 市の 中 心市街 地に より 一層、 人が 歩ける よう な空

間を 設け ていこ うと い う大き な流 れが ござい ます 。これ は２ ０世

紀の モー タリゼ ーシ ョ ンの進 展の し過 ぎの一 つの 揺り戻 しと いい

まし ょう か、反 省と い いまし ょう か、 本来道 路、 道とい うの は人

が歩 く、 かつて 米子 駅 の前も 、昔 の写 真を見 ます とたく さん の人

が駅 から わあっ とな だ れ出る よう に人 波がで きて た時期 があ った

わけ です けども 、今 は 本当に 車が メイ ンの通 りに なって いる とい

うこ とで ござい まし て 、こう した 反省 という もの が全国 各地 でも、

むし ろ世 界では 先に 動 いてい るわ けで ござい ます 。そう した 中で

例え ば中 堅どこ ろの 都 市でも 、大 きな とこで いけ ば京都 市の よう

なと こで も、ち ょっ と 通り名 、具 体的 に忘れ てし まいま した けど

も、 非常 にメイ ン通 り の一つ を減 車、 車線を 減ら して歩 ける 空間

にし たと ころ、 当初 は 反対も あっ たよ うです けれ ども、 今は 非常

に多 くの 皆さん の、 市 民の理 解を 得て 、非常 にい い通り にな った

とい うふ うに聞 いて お ります し、 例え ば松山 市で もこの よう なこ

とを やり ました 。そ う いう意 味で は実 現可能 性が 今ない と言 われ

まし たけ ど、こ れは あ るんで すね 、十 分ある んで すね。 だか ら、

実証実験に向かっているというところなんです。

も う一 つは、 これ 松 田議員 の話 聞い てると 、何 か道路 を全 部止

めて しま うかの よう な 話にも 聞こ える んです けど も、あ くま でも

４車 線を ３車線 にし て みると いう こと で、右 折レ ーンは 適切 に残



しな がら 、でき る限 り 渋滞が 発生 しに くいよ うな 道路づ くり も検

討で きな いかと いう と ころで 話を して いると こで ござい ます 。も

ちろ んこ こは県 道で あ ります ので 、鳥 取県さ んの 御意見 がこ れは

絶対 だと 私たち は思 っ ており ます 。そ こで我 々と して、 あく まで

お願 いベ ースな んで す けども 、他 の都 市のま ちづ くり、 道路 づく

りな どを 参考に しな が ら、中 心市 街地 にいか に人 が歩け る空 間、

スペ ース を設け てい く のかと いう こと のため に、 これぐ らい のこ

とは でき るので はな い かとい うと ころ で、我 々も 話を進 めて いる

とこ ろで ござい ます 。 確かに 実証 実験 にも、 先ほ ど部長 が答 弁し

たよ うな コスト かか り ます。 そう した ものも 、将 来的に こう した

まち の可 能性を 広げ て いくた めに 私は 必要だ と思 って議 会に お諮

りを した もので ござ い ます。 した がい まして 、コ ストが かか るか

ら無 駄だ みたい な言 い 方はち ょっ とや めてい ただ きたい と思 いま

すし 、こ のにぎ わい を いかに つく り出 してい くか という こと につ

いて 反対 ばかり され て るよう な気 がす るんで すけ ども、 やは り何

か対 案と いいま しょ う かね、 じゃ あ、 どうす るべ きなの かと いう

のも やっ ぱり話 をさ れ るべき じゃ ない かなと 思い ます。 以前 ちょ

っと チラ シを入 れて ら っしゃ いま して 、何か 駅か らばあ っと ペデ

スト リア ンデッ キを 四 方向ま で全 部敷 いてみ たい な絵が 描い てあ

りま した けども 、例 え ばああ いう こと をされ れば 、もう こん なコ

スト じゃ 済みま せん か らね。 です から 、やっ ぱり そこは 費用 対効

果を きち っと我 々も 見 極めな がら 、で きる限 り必 要最小 限の コス

トで 大き な効果 を生 む ような 事業 を日 々考え なが ら、そ して もち

ろん 議員 の皆様 にも い ろいろ と御 相談 をしな がら 、最終 的に は予

算を 上程 し、ど うで す かとい う形 でお 諮りを して いきた いと いう



ふう に思 ってお りま す ので、 そこ の辺 はよろ しく お願い をし たい

というふうに思います。

○岡田議長 松田議員。

○松 田議 員 私 は県 の 意見を 聞く と、 実現可 能性 は現在 では 低い、

技術 的な ハード ルが 高 いのは 現実 だと 言って おら れます 。私 は今

現在 では 実現の 可能 性 、先ほ どあ ると 言われ まし たが、 もっ と代

案を 市も 考えて 、ど う やって 渋滞 緩和 してい くか 、避難 路ど うす

るか とい うのを 考え て いただ いた 上で 次のス テッ プに進 める べき

じゃないかと思うんです。

否 とす る理由 を３ つ 目言い ます 。こ れ市民 の意 見です 。実 証実

験の 結果 、 2,４ ０ ０ 万 円 を 支 払 っ て 、 実 証 実 験 を してア ンケ ート

を取 って おられ ます 。 私は自 由記 述の 部分が 市民 の意見 で最 も重

要だ と考 えます 。拝 見 しまし たが 、手 放しで 次の 実証実 験に 進め

るよ うな 内容で はな い と考え ます 。市 はこの アン ケート 、こ の自

由記 述の 部分、 どう い うふう に分 析、 評価さ れて ますで しょ うか。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 自由 記述 もそ うでご ざい ますが 、そ の前

に、 いわ ゆるど う思 っ たか、 全体 の印 象のア ンケ ートも 併せ て行

って おり まして 、そ の アンケ ート の結 果によ りま すと、 多く の方

が非 常に よかっ たな い しはよ かっ たと いう御 意見 を寄せ られ てい

ると ころ でござ いま す 。一方 で、 自由 記載に つき まして は、 多く

の方 から も御意 見が 寄 せられ てい ると ころで ござ います が、 比率

的に は好 意的な 意見 が 多いの では ない かなと いう ふうに は、 感覚

とし ては 思って ると こ ろでご ざい ます 。ただ 、一 方で、 交通 安全

の問 題、 今回車 道と こ のブロ ック が近 接をし てた という こと での



ちょ っと 怖いな とい う ような お声 があ ったり です とか、 ある いは

公共 トイ レの誘 導が ち ょっと 不十 分で はなか った かと、 その ほか

交通 渋滞 の懸念 とか も 含めて 、そ れぞ れのお 立場 からの 懸念 も寄

せら れた という ふう に 認識を して ござ います 。で きます れば 、来

年度 から の実証 実験 で もこう いっ た課 題を一 つ一 つクリ アを して

いけたらというふうに考えてございます。以上です。

○岡田議長 松田議員。

○松 田議 員 自 由記 述 につい ては 、手 元に資 料を 頂いて おり ます。

もち ろん 好意的 な意 見 、いい 取組 だな と意見 もあ ります 。し かし、

自由 記述 の部分 を見 さ せてい ただ くと 、とて も、 そのよ うな 心配

のお 声、 この事 業に 対 する心 配の お声 とか、 反対 の意見 とい うの

もあります。

読 みま す。例 えば と にかく 車線 を減 らすこ とは 、車の 渋滞 が慢

性化 する からや めて も らいた い。 はっ きり言 って 迷惑。 何を やっ

ても 一過 性で終 わる と か、ほ かの 実証 実験の 物ま ねみた いな 企画

はや めて 、米子 を理 解 してい る実 験を してほ しい とか、 歩く 目的

や魅 力が 感じら れな い と道を 広げ ても 人は来 ない と思っ た。 駅前

通り では なくイ オン の 前を歩 行者 天国 にした ほう が効果 が高 いの

では ない か。車 道を 潰 して歩 道を 広げ ような んて ふだん 駅前 を利

用し ない 人の考 えだ 。 まだほ かに もあ ります 。駅 前通り では なく

白鳥 の噴 水の広 場、 恐 らくこ れ文 化ホ ールの 前の 広場だ と思 いま

すが 、と かでや れば い い。車 道に 店を 出すの は邪 魔でし よう がな

い。 メイ ン通り を通 行 しにく くす る必 要はな い。 隣接す る通 行量

の少 ない 道路で すれ ば よいの では 。い い話を 全く 聞かな いの でや

めて ほし い。こ うい う 意見も あり まし た。今 回イ ベント 開催 時に



通り まし たが、 非常 に 安全性 が低 かっ た。酔 った 方や、 イベ ント

が両 側に あるた め、 渡 りたい 方が ブー スより はみ 出し、 信号 待ち

ある いは 信号無 視が 多 く、運 転手 とし てとて も危 険を感 じま した。

ＥＲ 車な ど緊急 時の 対 応とし て、 道路 の両端 によ けて通 路の 確保

を安 全に できる のか ど うか不 安を 強く 感じま した 。まだ ほか にも

あり ます 。もち ろん い い意見 もあ りま すよ、 でも こうい う意 見多

いんです。市長、これアンケート見られましたか。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 そ の課 題 につい てい ただ いた意 見は 見てお りま すし、

ただ 、松 田議員 、今 課 題の部 分だ け抜 かれま した けども 、好 意的

な意 見が 多かっ たと い うこと は付 言し ておき たい という ふう に思

います。

や っぱ りこの 実証 実 験をし てい く大 きな意 味は 、車社 会か らの

少し でも 、何て いう ん ですか ね、 脱却 という 言い 方はち ょっ と無

理だ とは 思うん です け れども 、も う少 し中心 市街 地ぐら いは 人々

が歩 いて 集える 場所 っ ていう のが 増え てよい ので はない かと いう、

一つ の提 言も含 めた 我 々の案 なん です よね。 だか ら、そ れが どれ

だけ 市民 に受け 入れ ら れるか とい うの は、こ れは 我々も もっ とも

っと 説明 責任を 尽く し ていか なけ れば いけな いと いうふ うに 思っ

てい ます けれど も、 ち ょっと 先ほ ども 少し申 し上 げたよ うに 、道

路と いう 空間を 車優 先 の場所 だけ では なくっ て、 やはり 歩行 者も

もっ とも っと歩 きや す く、楽 しく 歩け るよう な場 所にし てい くと

いう こと は、こ れは 世 界のト レン ドな んです よ。 ですか ら、 可能

性が ない とかっ てい う 話では なく って 、よい もの は米子 も取 り入

れて いく という 考え 方 の中で でき るこ とをや って いこう とい う発



想で あり ます。 した が って、 今の 地域 社会に おけ る社会 常識 から

すれ ば、 渋滞緩 和と い うのが 最も 道路 にとっ て一 番大事 なテ ーマ

なの かも しれま せん が 、車の 方は 、言 ってみ れば 迂回す るこ とも

可能 なわ けであ りま す し、歩 く方 にも う少し 配慮 した道 づく り、

道路 づく りとい うこ と をこれ から はや ってい かな ければ いけ ない

と思 って ます。 実は こ れは中 心市 街地 だけで なく て、子 ども たち

の交 通安 全とい うの 考 えたと きに 、歩 道のな い市 道って すご く多

いん です よ。白 線１ 本 で児童 や生 徒さ んたち が歩 いてる 姿を 見て、

やっ ぱり これは 何と か したい とい う思 いを持 って おりま す。 もち

ろん これ は、そ れこ そ 多大な 費用 がか かりま すか ら、す ぐに はで

きま せん けれど も、 一 つ一つ でき ると ころか ら、 歩行者 に安 全で

かつ 楽し く歩け る、 そ ういう 空間 を増 やして いく という こと は、

一つ のテ ーマと して こ れから も考 えて いきた いと いうふ うに 思っ

ております。

○岡田議長 松田議員。

○松 田議 員 私 はや は りこれ だけ 見さ せてい ただ いた中 では 、マ

イナ スの 意見も 大変 多 かった 、こ の段 階で次 のス テップ に進 むの

は、私はやっていく前提ありきの判断じゃないかなと思います。

次 のパ ネルを 御覧 い ただき たい 。先 ほど市 長、 代案は どう なん

だと いう ことで 言わ れ たので 、代 案を 示して いき たいと 思い ます。

スペ イン のバル セロ ナ では、 スー パー ブロッ ク計 画とい うも のが

進め られ ている 。ス ー パーブ ロッ クと は、交 差点 や車道 とい う車

のた めの 空間を 、人 、 歩行者 のた めの パブリ ック スペー ス、 公共

の場 とし て置き 換え て いく計 画。 どの ような 場所 をつく れば いい

んだ ろう か、デ ザイ ン をどう して いく んだろ うか ってい うこ とは、



プロ セス で近隣 住民 や 地元商 店な どが 参加し てい く。一 見す ると

３車 線化 に似て るん じ ゃない かと 思わ れるか もし れませ んが 、全

く異 なる のは、 見て い ただき たい んで すが、 通常 、従来 の道 路は

それ ぞれ が孤立 して い ます、 役割 は一 つしか ない 。それ をブ ロッ

ク、 ４０ ０メー トル 間 隔で、 ブロ ック 全体で 考え ていく 。車 の流

れは どう したら いい ん だ、ど う迂 回さ せるの か、 歩行者 どう すれ

ばい いの か、ど うす れ ば生活 に支 障が ないの か、 歩行者 の安 全性

をど うい うふう に優 先 してい けば いい のか、 複数 の道の 役割 をそ

れぞ れ孤 立じゃ なく て 全体で 考え てい く、そ うい うよう なこ とが

行われています。

こ の駅 前通り ３車 線 化を進 める ので あれば 、こ のバル セロ ナの

よう に、 周辺全 体で ど ういう ふう に迂 回させ てい くのか 、こ れを

まず きっ ちり考 えて か ら、次 の実 証実 験のテ ーブ ルにの せる べき

では ない かと思 う、 そ う言っ てる んで す。県 の意 見から は、 現時

点で はハ ードル は高 い 、実現 の可 能性 低いと いっ て言わ れる 。次

の実 証実 験に進 めば 、 コンサ ルに また お金を 払う だけじ ゃな いで

すか 。ど うです か。 税 金でも うけ させ て終わ るだ けじゃ ない です

か。 来年 度この まま い けば、 実証 実験 に、ま た計 画策定 で数 千万

払う かも しれな いで は なくて 、き ちん とこう いう 代案を 考え られ

てか ら、 そして 進め る べきだ と思 いま す。こ れが 代案。 いい です

か。 渋滞 の問題 、防 災 、命の 問題 、ど うやっ て確 保する か、 そし

て市 民の 意見に より 、 この事 業、 ３車 線化は 実証 実験に 進む のは、

この 代案 をきっ ちり 、 どうや って 迂回 させる のか を確定 して から

実証実験に進めるべきだと思いますが、市長、どうでしょうか。

○岡田議長 伊木市長。



○ 伊 木 市 長 も ち ろ ん 最 初 の 、 昨 年 の １ １ 月 の 実 証 実 験 で 得 た

様々 な課 題、こ れに つ いては どう やっ て解消 して いくの か、 それ

を見 極め ながら 進め て いく、 これ は当 然のこ とで ござい ます 。そ

れと 、も う一つ 、佐 々 木部長 から も答 弁あり まし たけど も、 前回

は２ 日な いし 2.５ 日 ぐ ら い の 期 間 で や り ま し た け ど も、 多少 長い

期間 で実 証実験 をや っ て、本 当に 曜日 とかあ るい はお天 気と か、

そう いっ たもの で渋 滞 がどう なる のか という こと をもう 少し しっ

かり と把 握しな けれ ば いけな いと いう ふうに 思っ てます ので 、そ

のた めの 実証実 験で も あると いう とこ でもご ざい ます。 この 間の

１１ 月の 実証実 験の と きには 目立 った 渋滞発 生が ありま せん でし

たの で、 本当に そう な のかと いう とこ ろもや っぱ り確認 をし てい

きたいというふうに思っております。

そ のバ ルセロ ナの 例 を出し てい ただ きまし たの で、そ うい った

外国 には 例があ ると い うこと も一 つ参 考にし たい という ふう に思

いま す。 バルセ ロナ な んかは 、例 えば ランブ ラス 通りと いい まし

て、 駅か らこの 非常 に 目抜き 通り 、こ こは道 路の 真ん中 に歩 道を

造っ てる んです ね。 道 路のど 真ん 中を 歩道に して 、本当 にこ こに

大道 芸人 たちが いっ ぱ いやっ たり 、屋 台が出 たり とか非 常に 楽し

い。 しか も、両 サイ ド は当然 、こ れも 歩道が あっ てとい うふ うに、

完全 にあ のまち の中 心 市街地 の一 番目 抜き通 りの ところ は、 歩行

者中 心に なって いた と いうの を私 も覚 えてる んで すけど も。 そう

いう ふう に、も う特 に ヨーロ ッパ 、非 常に進 んで まして 、中 心市

街地 をい かに歩 ける 空 間にす るの か、 楽しめ る空 間にす るの かと

いう とこ ろをや って ら っしゃ いま すの で、そ うい ったこ とは 念頭

に置 きつ つも、 米子 の まちで やる わけ ですか ら、 こうい うふ うに



米子 のま ちがブ ロッ ク になっ てる わけ でもあ りま せんの で、 米子

のま ちの 条件を 基に ど うやっ たら でき るのか 、こ れはし っか り考

えていきたいというふうに思います。

○岡田議長 松田議員。

○松 田議 員 市 長の 歩 いて楽 しい まち づくり の政 策によ って 、最

初に 、冒 頭で質 問し た 駅の南 北自 由通 路７６ 億円 投じま した 。し

かし 、す ぐに店 舗２ 店 舗は閉 店し た。 今、ま た新 しい店 が入 って

おら れる かもし れま せ んが、 閉店 して しまっ た。 そして さら に３

車線 化と なれば 、ま た 税金が 投入 され るんで す。 実証実 験だ けで

も何 千万 、国や 県の 補 助など があ るか もしれ ない が、私 は、 財源

はあ くま でも私 たち 市 民の税 金で す、 お金。 交通 渋滞、 緊急 輸送

の問 題、 命の問 題も あ る。市 民ア ンケ ートも 、先 ほど紹 介さ せて

いた だい たよう なマ イ ナスな 意見 が多 いのに 、駅 前通り の３ 車線

化、 今進 めるべ きで は ないと 考え ます 。それ より も、市 民の 皆様

の声 を伺 うと、 特に 郊 外の方 から 、南 北通路 や駅 周辺の 道路 に市

はお 金を かけら れて 、 歩け歩 けと 言わ れるけ ど、 じゃあ 、ど うや

って そこ まで行 った ら いいん だ、 そこ までど うや って行 けば いい

んだ 。ま ずはど うや っ て駅前 まで 行け ばいい んだ って、 そう いう

声大 きい んです 。過 度 に車に 依存 する なと市 は言 うけれ ども 、そ

うし ない と生活 がで き ないん だ。 そう いう声 、大 変大き いん です。

その よう な状況 なの に 、駅前 の歩 道を 広げれ ば市 民が歩 くだ ろう

とは 私は 思わな い。 行 政が市 民を コン トロー ルす るんじ ゃな くて、

市民 が望 んでい るこ と にもっ とお 金を 使って いた だきた い。 もっ

と優 先す べきは 、公 共 交通を 充実 させ て駅と 郊外 をつな げる こと

では ない でしょ うか 。 改めて 、こ う考 えると 、今 実証実 験の 段階



に移 る時 点では ない と 思いま すが 、市 長、ど うで しょう か、 一回

ストップされませんか、実証実験する前に代案を考えて。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 代 案っ て 、私た ちが 案を 出して るの で、代 案を 出す

のは 松田 議員じ ゃな い かなと いう ふう に思う んで すけど も、 まず

ちょ っと 言葉を 正確 に 言って いた だき たいん です けども 、過 度に

車に 依存 するな など と 市から は言 って おりま せん 。今の 状態 を少

しで も緩 和をし たい と いうふ うに 言っ てるだ けで ありま して 、こ

れは まさ に、例 えば 高 齢期に 入ら れて 免許を 返納 された いと いう

方が 、返 納した 後に ど うやっ て移 動す ればい いの かとい うこ とで、

なか なか 公共交 通が 十 分発展 して いな い地域 です と免許 の返 納も

まま なら ないと いう 現 実があ りま すの で、こ れか らのま ちづ くり

とい うの は、で きる だ け車に 依存 し過 ぎない 社会 にして いか なけ

れば いけ ないな とい う ところ で、 今、 まずは 米子 駅を改 修し 、そ

して そこ からい ろん な 地域に 延び てい るバス 路線 、こう した もの

を、 利便 性を強 化し な がら、 例え ば今 弓浜地 区に おいて はよ ねぎ

ーバ スの 実証実 験や っ ており ます けれ ども、 そう した郊 外の 交通

政策 も今 まさに 手が け ている とこ ろで ありま す。 したが いま して、

この 実証 実験と いう も のは、 あく まで 我々の 提案 に基づ いて 、議

会の 皆様 の御意 見も 聞 きつつ 、予 算に ついて は、 これは まさ に議

員の 皆様 がお決 めい た だくこ とで あり ますの で、 どうで すか とい

うこ とは 常に皆 様方 に お諮り しつ つ、 そして 課題 を見つ けて は解

消し つつ 、こう した 方 向性、 大き な世 界の潮 流、 こうし たも のに

我々 米子 市もし っか り 乗って いけ れば なとい うと ころで 、こ れか

らも 考え 続けて 、そ し て提案 し続 けて いきた いと いうふ うに 思っ



ております。

○岡田議長 松田議員。

○松 田議 員 も う私 は 一回ス トッ プす るべき だと 思いま す。 先ほ

ど郊 外の 公共交 通の 話 出まし たけ ど、 やっと この 段階に 来て 、実

証実 験を される んで す 。２期 目の 終わ りにな ると きにや っと スタ

ート され たよう な形 で す。市 民は そう 思って る。 市民が 本当 に何

を望 んで いるの かっ て いうの もう 一度 冷静に 考え ていた だい て、

今後 の事 業を進 めて い ただき たい 。私 として は、 あくま でも この

駅前 通り の３車 線化 は 一旦ス トッ プ、 市民も そう 思って いる と思

います。

今 日は この質 問、 こ れで終 わり ます 。あり がと うござ いま した。

（拍手）


